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　第二 言語学習者に とっ て 、対象言語 の 適切 な発音を習得す るこ とが円滑な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を進め

る上で重要で ある こ とは、コ ミュ ニ ケーシ ョ ン能力 （communicative 　competence ）の 構成要素 と して発

音の 役割が認識 されて い る こ とか らも明 らか で あ る （Bachman ，
1990； Bachman ＆ Palmer

，
1996；

Canale
，
1983；Canale＆ Swain

，
　1980；Celce−Murciq 　D6rnyei

，
＆ Thurre11

，
1995）。 しか し日本 の 英語

教育にお い て発音指導は これまで積極的に取 り入れ られる こ とはなか っ た 。 そ の 理 由の ひ とっ と して 、

第二 言語英語話者である教師が英語音声を客観的に指導評価する手法が確立 してお らず、音声評価を筆

記試験 に よる発音知識の評価で代用 して きた こ とが考え られる。Ybshida（2004）の 研究では、高い 英語

力 を持っ 日本語 を母語 とする英語教師は 、 英語 を母語 とす る英語教師と同等 に英語の 発音言緬 を行 うこ

とがで きる こ とが示 された。しか しこ の研究では、採点者は経験豊かな大学英語教員ではあ っ たが 、
い

わゆる発音を教える専門家 （expert ）では なか っ た 。 本研究は 、　Yoshi（  （2004）の 研 究を発展 させ 、

phonetics を担当する教員の採点者バ イ ア ス （rater　bias）を、パ フ ォ
ー

マ ン ス 評価に適 した項 目応答理論

を応用 した統計的手法 （FACETS 分析）を用い て検証 した。英語発音評価にお ける採 点者の バ イア ス を

分析するこ とによ り、今後、日本 における信頼性の 高い 英語発音の 評価の普及に寄与す る こ とを期待す

る 。

目的

　本研究の 目的は、日本語を母語 とする英語学習者の発音評価す る採点者 （phonetics担当者）の 評価の

信頼性 と採点者バ イア ス （rater　biases）を、採点項 目及び被験者 の能力別にパ フ ォ
ー

マ ン ス 評価に適 し

た項 目応答理論を応用 した統計的手法 （FACETS 分析）を用 い て検証する こ とで ある。

方法

（1）被験者

被験者は 2003 年度に入学し
、phonedcsの コ

ー
ス ス ター ト時 （2003 年 4 月）と修了時 （2004 年 1月）

に Phonetics　in　context （大塚
， 今井， 井上，上田 ， 米田 ，2004，

　p．2 ）の 同
一
英会話文　

“ Diagnosis” を

オ
ー

ディ オカ セ ッ トに録音した短大 1年生 262名か ら無作為に抽出 した学生 38名 で ある。

（2 ）評価項目と評定尺度

　ア メ リカ標 準英語 （General　American　English：GAE ）を基 に して評価基準と し、
　GAE の重要な構成

要素で ある音素 （segment 紐s）超音素 （suprasegmentals ）準言語要素 （pa戯 ｛nguisdc 　features）に属す

る 15項目につ い て 6段階の尺度 （1：Very　poor，
　2：Poor

，
　3：Fair

，
　4：　Good

，
　5：Very　good，

6　：　Excellent）

を用い て採点 した。
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音素

母 音 （VowelS）

二 重母音 〔Diphth・ngs ）

子音 （Consonants）

子音連結 （Cony〕nant 　Clusters）

ア ス ピ レー
シ ョ ン （Aspiration）

超音素

単語 ス トレ ス （Word　stress）

文 ス トレ ス （Sentence　stress）

リズム （郎 y｛hln）

イン トネーシ ョ ン （lntr）nation ）

弱形 （Weak ｛b  s）

準言語要素

声の 大きさ （Loudness）

速さ ／テ ンポ （Rate！Tempo）

ス ム ーズ度 （Smoothness）

エ ネル ギーレベ ル （Energy ）

明瞭度 （Clarity）

（3 ）採点者 と評価手順

　採点者は 、 大学 と短期大学で phoneticsを担当す る 5 人の 日本語母語話者である 。
これ らの 採点者は

phoneticsの 授業で テ
ープ録 音した学生の発音を定期的に評価 して い るが 、 今回の 研究に あた り、 統

一

性を保っ ために採点者ガイ ダン ス を行い
、 採点項 目の 擦 り合 わせ 並び にデモ テ

ープ と評定尺 度を用い て

採点練習 を行 っ た 。 なお、採点は 2004年 8月に各自個別に実施 した 。

分析

　項 目別 、 被験者能力別 に採点者 の信頼性 とバ イア ス を FACETS ソ フ トウエ ア （Linacre， 1996）を用

い て検証 した 。 採点者バ イア ス は、評価の ス コ ア に影響を与える複数の 要因に見られる特別な相互関係

を分析する もので ある 。

結果

　FACETS 分析 の lnfit数値は、5人の採点者はすべ て
一
貫 して採点者内統

一
性 がある こ とを示 した。

また 、 採点者間にお い て も 15各項 目で
一定以 上の 信頼性 （．66−．89）が認 められた 。 しか しなが ら、採

点者の採点の厳 しさは 同等で はなか っ た （Reliability　index＝ 0．99
，
　chi −square ＝977．9

，
　df・＝　4

，
　p ＝ ．OO）。

さらに各採点者は、項目及び被験者能力に関して独 自の 採点バ イア ス （厳 しさノ寛容さ）を持 っ て い る こ

とを示 した。こ れ らの 結果の 詳細お よび考察に つ い て は発表時に報告する。
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